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	処分の概要
	形態意匠の制限に適合しない建築物に対する措置命令

	法令名
根拠条項
	景観法　第70条第1項

	法令番号
	平成16年法律第110号

	【基準】
　法第70条第1項の規定による。
　(形態意匠の制限に適合しない建築物に対する措置)
第70条　市町村長は、前条第2項の規定により第62条から第68条までの規定の適用を受けない建築物について、その形態意匠が景観地区における良好な景観の形成に著しく支障があると認める場合においては、当該市町村の議会の同意を得た場合に限り、当該建築物の所有者、管理者又は占有者に対して、相当の期限を定めて、当該建築物の改築、模様替、色彩の変更その他都市計画において定められた建築物の形態意匠の制限に適合するために必要な措置をとることを命ずることができる。この場合においては、市町村は、当該命令に基づく措置によって通常生ずべき損害を時価によって補償しなければならない。

　景観法運用指針(平成16年12月国土交通省・農林水産省・環境省、令和4年3月28日改正)参照

E. 既存不適格建築物に対する措置
市町村長は、既存不適格建築物について、その形態意匠が景観地区における良好な景観の形成に著しく支障があると認める場合においては､当該市町村の議会の同意を得た場合に限り､当該建築物の所有者､管理者又は占有者に対して､相当の期限を定めて､当該建築物の改築､模様替､色彩の変更その他都市計画において定められた建築物の形態意匠の制限に適合するために必要な措置をとることを命ずることができることとされている(法第70条第1項前段)。この場合、市町村は、当該命令に基づく措置によって通常生ずべき損害を時価によって補償しなければならないこととされている(同項後段)。これは、既存不適格建築物が、当該景観地区の景観を大きく阻害している場合や､当該地区の目標とする景観像の達成に向けて著しい支障となっている場合が想定されることから、景観地区における良好な景観の形成に必要な限度において、当該措置を設けているものである。既存不適格建築物は、当然のことながら､法に違反するものではないものであるため、建築物の形態意匠の制限に適合するための変更命令に当たっては､相当の期限を定めるとともに､当該市町村の議会の同意を要することとし､また、当該命令に基づく措置によって通常生ずべき損害を時価により補償することとしたものである。
当該規定に基づく変更命令については､建築物の形態意匠の制限に適合させるために、その命じる内容の程度について多様に想定されるものであるが､例えば､3)で後述するとおり、建築物の形態意匠の制限として「建築物の外観について破損や腐食を放置しないこと。」という内容が定められている場合に、都市計画の決定前から破損、腐食している建築物について、破損を修繕させること、壁を塗り替えさせること等とするなどの比較的小規模な内容についての命令も考えられるものである。
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